
日本昔自動車風景　～一枚の絵はがきから～　　
（文：高井 淳 氏／企画・製作：ノスタルヂ屋）

全国各地へつながる交通網の中心東京駅、昭和40年代初頭の風景です。
大正3年に開業し昭和20年に空襲によって被害を受け昭和22年に復興さ
れた赤煉瓦の駅舎は今も健在です。一部路線以外廃止されてしまった路面
電車（東京都電）や未だ建設中の高層ビルが多く見られる丸の内ビジネス
街に時代が感じられます。
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7月25日（第2991回）7月第4例会プログラム .4
●点　鐘 会　長　　　　　　　　

●ロータリーソング 四つのテスト

●ビジター紹介 親睦活動委員会

●幹事報告・委員会報告

●会　食

●甲子園野球大会報告 土浦ＲＣ野球部

●にこにこBOX SAA

●出席報告 出席委員会

●点　鐘 会　長

●ロータリーソング 我等の生業

ロータリーは
世界をつなぐ



前 週 の 例 会 報 告

磯　充　職業分類・会員選考委員長
事業計画
１．充填・未充填の職業分類表を作成する
２．未充填の職業分類は関係委員会と協議し検討する
３．職業分類の見直しを実施する
４．新分野の職業分類について検討する
５．推薦された会員候補の選考については、当クラブの会員として適正かどうかを慎重に調査し、その可否を理
事会に報告する

小倉 史義　プログラム委員長
事業計画
第62期　竹内会長クラブ方針　担当委員会「魅力ある例会構成の心臓部。外部講師による卓話
の充実を」に基づき委員会活動を進めて参ります。
１．第一例会　会長挨拶
２． 各委員会　事業計画、事業進捗、事業報告　発表
３．月間の例会開催　　米山月間、ロータリー財団月間、職業奉仕月間、青少年奉仕月間
４．会員による卓話
５．外部講師卓話
　　①ガバナー　　②米山留学生　　③地区内外　ロータリアン
　　④一般（企業、組織、団体、学校、その他）
委員長所見
ロータリーは、様々な職業人がそれぞれの思いで日々クラブ活動に接しています。その意味で日常昼間に開催
される例会は、その思いに応えるものでなければならないと考えます。
例会の中核である「卓話」は、会員や外部の方々の多種多様な「考え方」「見識」「知見」や「出来事」「情報」
などを通じて見聞を広める機会であります。
興味がもてるような魅力ある卓話を企画していくことにより、例会の充実、出席率向上、クラブ活動の更なる
活性化を以て会員増強への道筋に繋げていく為の一助になれれば幸いと思っております。

廣瀬 太　クラブ会報委員長
事業計画
会員間のコミュニケーションの充実のために
１．会報（週報）はクラブの記録であり、財産でもあるので正確で読みやすい事を心掛けて作成
する。
２．各委員会と協力し、原稿依頼、事業計画・報告、予定の掲載
３．１ページに、ノスタルヂ屋協力よる自動車に関連する絵ハガキ等を掲載
委員長所見
当委員会は会報（週報）の発行が主な活動ではありますが、会報は土浦ロータリークラブの活動の記録であり、
正確な内容で発行していくことを心掛けていくと共に、親しみやすく読みやすい紙面にしていきたいと思います。

竹中 廣夫　ロータリー財団副委員長（代読）
事業方針
ロータリー財団プログラム（教育的プログラム・人道的プログラム・文化交流プログラム）の
目的、内容を会員に理解していただくよう努めるとともに、その実現のための寄附を募るものと
する。
事業計画
１．ロータリー財団月間（１１月）での例会担当
２．上記月間には、例会場入口に寄附コーナーを設置し、クラブと会員が寄附を行うように働きかける
３．国際親善奨学生の募集、同カウンセラーへの支援
４．人道的奉仕活動計画に地区補助金申請への支援協力
５．地区財団寄附目標額、年次寄附130ドル、ポリオ20ドル会員1人当たり150ドル及びベネファクター（1000
ドル）クラブ1名以上の達成
６．ロータリー財団未来の夢計画への対応

2019-20年度　第62期事業計画 山本 和男　米山記念奨学委員長
事業計画
１．奨学事業の理解促進
　　①奨学生との交流に努め、事業の意義を広める。
　　②米山月間（１０月）に、会員の理解を深めるため、例会を主管する。
　　③全会員に特別寄付をお願いする。
２．寄付の目標
　　普通寄付　　5,000円×58 290,000円
　　特別寄付（１人30,000円以上） 2,100,000円
　　　　　・個人寄付 1,500,000円
　　　　　・法人寄付 300,000円
　　　　　・クラブ寄付 300,000円
　　合　　計 2,390,000円
３．今年度の奨学生とカウンセラー
　　奨 学 生 エー　エー　テェン（AYE AYE THINN）
　　国　　籍 ミャンマー
　　性　　別 女　性　
　　学　　校 筑波大
　　生年月日 1990年6月28日
　　カウンセラー 藤沢昭彦 会員
　　世話クラブ 土浦RC　　　
委員長所見
ロータリー米山記念奨学会は、日本に留学している外国人留学生に対し、日本全国のロータリアンの寄付金

を財源として、奨学生に支給して支援するする民間の団体です。
全会員に事業の理解と促し寄附金の目標達成するよう努力する。また、1億3千万円達成クラブの実現を目指
し推進する。



磯　充　職業分類・会員選考委員長
事業計画
１．充填・未充填の職業分類表を作成する
２．未充填の職業分類は関係委員会と協議し検討する
３．職業分類の見直しを実施する
４．新分野の職業分類について検討する
５．推薦された会員候補の選考については、当クラブの会員として適正かどうかを慎重に調査し、その可否を理
事会に報告する

小倉 史義　プログラム委員長
事業計画
第62期　竹内会長クラブ方針　担当委員会「魅力ある例会構成の心臓部。外部講師による卓話

の充実を」に基づき委員会活動を進めて参ります。
１．第一例会　会長挨拶
２． 各委員会　事業計画、事業進捗、事業報告　発表
３．月間の例会開催　　米山月間、ロータリー財団月間、職業奉仕月間、青少年奉仕月間
４．会員による卓話
５．外部講師卓話
　　①ガバナー　　②米山留学生　　③地区内外　ロータリアン
　　④一般（企業、組織、団体、学校、その他）
委員長所見
ロータリーは、様々な職業人がそれぞれの思いで日々クラブ活動に接しています。その意味で日常昼間に開催

される例会は、その思いに応えるものでなければならないと考えます。
例会の中核である「卓話」は、会員や外部の方々の多種多様な「考え方」「見識」「知見」や「出来事」「情報」

などを通じて見聞を広める機会であります。
興味がもてるような魅力ある卓話を企画していくことにより、例会の充実、出席率向上、クラブ活動の更なる

活性化を以て会員増強への道筋に繋げていく為の一助になれれば幸いと思っております。

廣瀬 太　クラブ会報委員長
事業計画
会員間のコミュニケーションの充実のために

１．会報（週報）はクラブの記録であり、財産でもあるので正確で読みやすい事を心掛けて作成
する。

２．各委員会と協力し、原稿依頼、事業計画・報告、予定の掲載
３．１ページに、ノスタルヂ屋協力よる自動車に関連する絵ハガキ等を掲載
委員長所見
当委員会は会報（週報）の発行が主な活動ではありますが、会報は土浦ロータリークラブの活動の記録であり、

正確な内容で発行していくことを心掛けていくと共に、親しみやすく読みやすい紙面にしていきたいと思います。

竹中 廣夫　ロータリー財団副委員長（代読）
事業方針
ロータリー財団プログラム（教育的プログラム・人道的プログラム・文化交流プログラム）の

目的、内容を会員に理解していただくよう努めるとともに、その実現のための寄附を募るものと
する。
事業計画
１．ロータリー財団月間（１１月）での例会担当
２．上記月間には、例会場入口に寄附コーナーを設置し、クラブと会員が寄附を行うように働きかける
３．国際親善奨学生の募集、同カウンセラーへの支援
４．人道的奉仕活動計画に地区補助金申請への支援協力
５．地区財団寄附目標額、年次寄附130ドル、ポリオ20ドル会員1人当たり150ドル及びベネファクター（1000
ドル）クラブ1名以上の達成

６．ロータリー財団未来の夢計画への対応

山本 和男　米山記念奨学委員長
事業計画
１．奨学事業の理解促進
　　①奨学生との交流に努め、事業の意義を広める。
　　②米山月間（１０月）に、会員の理解を深めるため、例会を主管する。
　　③全会員に特別寄付をお願いする。
２．寄付の目標
　　普通寄付　　5,000円×58 290,000円
　　特別寄付（１人30,000円以上） 2,100,000円
　　　　　・個人寄付 1,500,000円
　　　　　・法人寄付 300,000円
　　　　　・クラブ寄付 300,000円
　　合　　計 2,390,000円
３．今年度の奨学生とカウンセラー
　　奨 学 生 エー　エー　テェン（AYE AYE THINN）
　　国　　籍 ミャンマー
　　性　　別 女　性　
　　学　　校 筑波大
　　生年月日 1990年6月28日
　　カウンセラー 藤沢昭彦 会員
　　世話クラブ 土浦RC　　　
委員長所見
ロータリー米山記念奨学会は、日本に留学している外国人留学生に対し、日本全国のロータリアンの寄付金

を財源として、奨学生に支給して支援するする民間の団体です。
全会員に事業の理解と促し寄附金の目標達成するよう努力する。また、1億3千万円達成クラブの実現を目指
し推進する。

鈴木 亮　ＳＡＡ
事業計画
土浦ロータリークラブの伝統と格式を維持・向上できるよう、和やかな中にも厳かで緊張感の

持続する例会運営を推進してまいります。
１．会長、幹事をはじめとし、プログラム委員会・親睦活動委員会等と密な連携を心掛け、スム
ースな例会運営を図る。

２．例会中の私語や会場出入りについては極力自粛いただけるよう、会員に協力を仰ぐ。又、必要と認められ
る場合には個別に注意喚起する。

３．ニコニコボックスが奉仕活動の財源であることの理解を深め、会員全員が率先してニコニコで活動報告を
行えるよう努める。ニコニコボックスの目標額は250万とする。

４．例会の開始・終了時間の厳守はSAAの責務であることを委員会メンバー全員で認識し、緊張感をもって会
場監督にあたる。

５．卓席ごとに花を設置し、例会に気品を添える。
委員長所見
ロータリークラブの出発点と帰結点は毎回の例会にあります。例会はクラブの鏡であることを認識し、土浦

ロータリークラブが60年以上に渡り、醸成してきた素晴らしい伝統を受け継ぎ、更に格調高い運営を目指して
委員会メンバーと協力して会場監督に努めます。
会員、来賓、ビジター全ての人に有意義な時間をお過ごしいただけるよう、細心の注意を払って例会を運営

していきたいと思います。

鬼澤俊久　会 計
事業計画
予算執行を的確に行い、円滑なクラブ運営に貢献する。

委員長所見
承認された予算に基づき、運営資金、奉仕活動資金の執行について効率的かつ厳正に管理してまいります。



格調高く、和やかに　  S.A.A

中村 康博君（牛久ＲＣ）

雨宮　淳君（つくばサンライズＲＣ）

宮田 夏絵君（つくばサンライズＲＣ）

　本年度の地区奉仕プロジェクト総括委員長の中村康博と申します。昨年度より、
五大奉仕委員会の職業、社会、国際の3委員会が行うプロジェクトの総括をさせて
いただいています。
　地区の組織を新しく変革をすれば、各クラブでは、どう対処すれば良いのか、戸
惑われると思います。特に貴クラブのよう伝統と歴史のあるクラブではなおさらで
しょう。

　実は最近の世界大会での事前分科会へ出席させていただいているのですが、110年の歴史のあるRI本部の
状況がかなり変わってきているように思われます。それらを含めての、地区の組織変更でありますので是非
ともご理解の程お願いします。
　次に、来年度は牛久RCで池田ガバナーを出させて頂きますので、是非ともご支援の程よろしくお願いしま
す。又それに先立ち、2020年の6月8日（月曜日）の夜ハワイのオアフ島ホノルルで“茨城ガバナーナイト”
を行いますので是非とも参加してください。ロータリー国際大会が2020年6月7日より始まりますので、
その時にソニーオープンで有名なワイアラエゴルフ場のクラブハウスで行います。宜しくお願いします。

8月 1日 理事会⑵、会長挨拶、誕生祝、
  結婚記念祝、入会記念祝、
  「ロータリーの友」紹介
 8日 地区研究会報告

会　員 欠　席 出　席 免除・欠席 出席率
58名 20名 38名 2名 67.85％

出 席 報 告

例 会 予 告

メークアップ

7/14 地区青少年奉仕研究会　沼尻
7/17 第2回地区米山奨学委員会　金澤
7/19 ＩＹＦＲ総会　鶴田
7/20 第1回諮問委員会　廣瀬（昭）
7/21 第1回ＲＬＩ・ＤＬ 養成講座　髙橋
7/21 地区ＲＡＣ 会長・幹事会　沼尻

来訪ロータリアン


